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一般国道５６号 片坂バイパス

開通1年後の交通状況について

か た さ か

平成30年11月17日（土）に開通した一般国道56号 片坂バイパス

（四万十町西IC～黒潮拳ノ川IC間、延長6.1km）の開通１年後の

交通状況をお知らせします。

【交通量】

○開通後の交通量は、約７，６００台/日で、信頼性の高い片坂バイパスが約９割を分担。

【効果①】急カーブ・急勾配の回避による走行時の安全性・快適性が向上

【効果②】搬送時間短縮と患者の負担軽減による救急医療活動を支援

【 参考 】幡多地域のブランド魚の販路拡大を支援

【 参考 】習い事や部活の遠征等の機会拡大により地域の子育て環境を支援

【 参考 】高知県内における“一般国道56号の交通難所”
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○平成30年11月17日に開通した片坂バイパスの開通後の交通量は、約7,600台/日。
○信頼性の高い片坂バイパスが約９割を分担しており、徐々に分担率が増加。

【交通量】 一般国道56号 片坂バイパス開通後の交通状況
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を基に編集・加工したものです。
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※常時観測装置（トラフィックカウンター）による
日平均交通量より算出
期間：平成30年11月18日～令和元年11月16日

開通後の分担率の推移

開通１ヶ月後 開通６ヶ月後 開通1年後
0％

100％

80％

60％

40％

20％

85.7% 88.1% 88.4%

6,700

900

7,6007,600

開通前
(前年同期) 開通後

片坂バイパス（金上野）
一般国道56号（市野瀬）

片坂バイパス（金上野） 一般国道56号（市野瀬）
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開通後：平成30年11月18日～令和元年11月16日
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片坂バイパスを利用する
ドライバーの声

緩やかなカーブで坂道もなだらかな
片坂バイパスは、ゆったり走ることが
でき、ストレスなく運転できました。

（大型トラック運転手）

歩行者や自転車の心配がなく、
安心して走行できます。

（乗用車運転手）

道路がまっすぐで子供の車酔いが
なくなり、時間も早くなって助かっ
ています。 （乗用車運転手）

○開通前、一般国道56号は急減速・横揺れが多く発生する“交通の難所「片坂」”を走行せざるを得なかった。
○片坂バイパスの開通により、急減速・横揺れの発生件数が開通前と比べ約５割減少し、安全性・快適性が向上。
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急減速発生件数の変化

※ピンク枠（）内の数値は片坂区間、水色枠＜＞ 内の数値は四万十町西ランプ
内・黒潮拳ノ川ランプ内の挙動発生数

※急減速、横揺れ：ETC2.0プローブデータ
開通前：平成29年12月～平成30年8月、開通後：平成30年12月～令和元年8月
急減速：前後加速度-0.3G以下*1、横揺れ：左右加速度0.25G以上、-0.25G以下*2

*1 前後加速度（-0.3G以下）
4.8秒間で時速50km/hから0km/hへの急制動に相当し、一般的に旅客輸送で乗
客に不快感を与える境界値。

*2 左右加速度（0.25G以上、 -0.25G以下）
時速50km/hで半径80mのカーブを曲がった時の横方向加速度に相当。

【参考】一般国道56号（片坂区間）の設計速度:時速50km/h、最小曲線半径:55m
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【効果①】 急カーブ・急勾配の回避による走行時の安全性・快適性が向上 資料－２

※高知県警察（令和元年10月7日現在）
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【効果②】 搬送時間短縮と患者の負担軽減により救急医療活動を支援 資料－3

黒潮町佐賀地区

※この地図は、国土交通省国土政策局「国土数値情報」を基に編集・加工したものです。
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救急医療関係者の声

 佐賀地区から以北への陸路搬送ではほぼ全て片
坂バイパスを利用して搬送しています。

 1分1秒を争う救急の現場では搬送時間の短縮効
果は非常に大きいです。

 急カーブの多い片坂の回避により患者への負担が
軽減しました。 （幡多中央消防組合黒潮消防署）

○黒潮町佐賀地区の救急搬送では、約２割が高知市方面へ搬送。その内、約８割が片坂バイパスを利用。
○片坂バイパスの利用により、搬送時間短縮と急カーブによる患者への負担軽減に寄与。

R1.11.5（橘川付近）
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ヘリポート

黒潮町佐賀地区からの救急搬送先
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※幡多中央消防組合黒潮消防署資料
集計期間：平成30年11月17日～令和元年10月16日
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片坂バイパス開通で
くぼかわ病院まで

約4分短縮！
片坂バイパス

利用時

一般国道56号
利用時

※一般国道56号のみ利用時：平成27年度全国道路・街路交通情勢調査における混雑
時旅行速度に基づき算出

片坂バイパス利用時： ETC2.0プローブデータ（2018年12月～2019年8月）の
全日平均旅行時間により算出



平田IC
間IC 四万十IC

黒潮佐賀IC

黒潮上川口IC

黒潮大方IC
古津賀IC（仮）

宿毛IC(仮)

四万十東IC

中土佐IC

須崎西IC

須崎中央IC
須崎東IC

土佐スマートIC

土佐IC

伊野IC

高知IC

四万十中央IC

○幡多地域から高知市方面への所要時間は、片坂バイパスを含む高知自動車道の西伸により約５割短縮。
○輸送時間の短縮と走行性の向上により、地域ブランド魚の更なる販路拡大、商品価値向上に伴う地産外商を支援。

【参考】 幡多地域のブランド魚の販路拡大を支援

清水サバ

大月町マグロ 高知県漁協
土佐清水総括支所

カツオ

平成30年11月17日開通

片坂バイパス

高知市や県外の
大規模消費地へ

水産関係者の声
 片坂バイパスの開通前に比べると、数分ではあるが時間短縮が図れ、急
カーブのない直線道路をスムーズに走ることができるので、気持ちの面で
も安心できます。 （高知県漁協土佐清水総括支所）

 片坂バイパスを利用することで走行時の揺れ等による商品の割れ（身が弱く
なる）の影響が小さくなり、商品価値の向上も期待できます。（マグロ養殖業者）

増加

資料：水産庁「国内のクロマグロ養殖実績について（速報値）」
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四国8の字ネットワーク
の延伸に伴い

高知市内でも日戻りカツオ※が
食べられるように

時間圏域の拡大により
より多くの皆さまに

網ですくって
活魚槽までサバダッシュ

※この地図は、国土交通省国土政策局「国土数
値情報」を基に編集・加工したものです。

E56

E56

水揚げ

資料：高知県漁協清水統括支所、ワールド・ワンHP

急増

黒潮拳ノ川IC

四万十町西IC

関西・関東での清水さば取扱い店舗数

高知県の養殖マグロ出荷重量の推移

資料－4

2019.11.5（橘川）

活きが落ちやすいので
６時間以内に

片坂バイパスを利用し、
関西方面へ清水さばを輸送

※日戻りカツオとは、釣ったその日に水揚されたカツオを
その日のうちに食べる鮮度抜群のカツオ。

出典：黒潮町

高知県漁協
佐賀総括支所
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関西へ

関東へ

中村宿毛道路
令和元年度全線開通予定

開通区間②

開通区間①：H23.3
（須崎西～中土佐）

開通区間②：H24.12
（中土佐～四万十町中央）

開通区間①
片坂バイパス開通

片坂バイパス開通

開通区間：H21.3
（須崎東～須崎西）

開通区間：H14.9
（伊野～須崎東）

※1 平成11年度交通量調査における混雑時旅行速度（平日）により算出
※2 ETC2.0プローブデータ（平成30年12月～令和元年8月）の平日平均旅行時間により算出

（分）

高知自動車道
（H14の伊野ICより以西）

開通前

片坂バイパス
開通後

所要時間（平日）の変化（高知県漁協佐賀総括支所→高知IC）

約5割短縮

約143分※1

約74分※2

約133分※1 約10分※1

約22分※2約52分※2

E56

E56



【参考】 習い事や部活の遠征等の機会拡大により地域の子育て環境を支援 資料－5

幡多地域の子育て世代の声

 高知自動車道の延伸によって、幡多地域にないダン
ススクールやよさこいの練習など、子供の習い事が
身近になりました。 （40代・女性）

 以前は、大会や遠征の移動で車酔いする子供たちも
いましたが、交通難所の回避によって車酔いする子
供たちが減り、万全の状態で試合に臨めるようになり
ました。また、幡多地域でも大会が行われるようになり、
他地域の子供たちとの交流が盛んになりました。

（40代・女性）

E32

中土佐IC
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伊野IC E55

須崎東IC
須崎中央IC

土佐PAスマートIC
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E56

四万十IC間IC
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宿毛IC（仮）

黒潮大方IC

四万十町中央IC

四万十町東IC

黒潮上川口IC

黒潮佐賀IC

※この地図は、国土交通省国土政策局「国土数値情報」を基に編集・加工したものです。

古津賀IC（仮）

黒潮拳ノ川IC

E56

土佐大規模西南公園（大方地区）

幡多地域でも大会や遠征がし
易くなり、他地域の子供たちと
の交流が盛んに！

四万十町西IC

幡多地域にはない
習い事がより身近に！

高速道路
事業中
調査中
一般国道
高知市
幡多地域

凡 例

○片坂バイパスを含む高知自動車道の延伸に伴い、宿毛市から高知市への所要時間は約４割短縮。
○時間短縮や交通難所の回避により、高知市方面との往来がし易くなり、子ども達の新たな習い事やスポーツの機会拡

大により地域の子育て環境を支援。

宿毛中学校バスケットボール部の遠征数の変化

中学校の部活動顧問の声
高速道路の延伸によって、他地域への行き来がし易くなり、
バスケットボール部の遠征数増加にも繋がっています。

（40代・男性）

増加傾向
24

資料：宿毛中学校
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平成30年11月17日開通
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所要時間（休日）の変化（宿毛市役所→高知IC）

※1 平成11年度交通量調査における混雑時旅行速度（休日）により算出
※2 ETC2.0プローブデータ（平成30年12月～令和元年8月）の休日平均旅行時間により算出
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約4割短縮
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約121分※2

約201分※1 約9分※1

約60分※2約61分※2
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中村宿毛道路
令和元年度全線開通予定

高知自動車道
（H14の伊野ICより以西）

開通前

片坂バイパス開通

開通区間：H23.3
（須崎西～中土佐）
開通区間：H24.12
（中土佐～四万十町中央）

開通区間：H21.3
（須崎東～須崎西）

開通区間：H14.9
（伊野～須崎東）

宿毛市役所



【参考】 高知県内における“一般国道56号の交通難所”
○一般国道56号は、四国西南部の変化の多い海岸線や山岳地帯を通過しているため、多くの交通の難所が存在しています。
○主な交通の難所である 「角谷坂 (かどやざか)」、「焼坂 (やけざか) 」、「久礼坂 (くれざか)」は、高知自動車道（須崎西IC～四万十

町中央IC）の開通により回避､今回の片坂バイパスの開通により、交通の難所である「片坂」を回避できるようになりました。

＜平面図＞

＜縦断図＞
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※この地図は、国土交通省国土政策局「国土数値情報」を基に編集・加工したものです。

資料：中村河川国道事務所、土佐国道事務所、NEXCO西日本
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